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会社名  アキュフェーズ株式会社 
 

所在地  横浜市青葉区新石川2-14-10 
 
 

設立   1972年6月1日 
 

 

資本金  払込資本金 9,600万円 
 
 

従業員  80名 
 

売上高  22億円（2016年） 
 

 

事業内容 高級音響機器の設計,製造,販売,サービス 
 
 

 

生産台数 約5,000台/年、20台～25台/日  

 

会社概要 

Accuphase = accurate + phase 

正確な 位相 
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 ステレオシステムを構成するためのアンプ、CDプレーヤなど 

 製品価格：30万円～180万円 

 お客様：一般的なオーディオ愛好家、音楽ファン 

• 一般家電品と同じく製品安全の浸透が必要 

 

主な製品 
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 高信頼性部品を採用し、信頼できる取引先から調達 

 長期安定性のため余裕を持った部品の使用 

 各国の安全規格を満足する共通仕様でマージンを確保 

• 各仕向の最も厳しい規格で設計 

 組み立て作業者の安全やサービス性も考慮する 

長く、安全に使える製品の設計 
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 安全規格を正しく適用するには、自社の解釈だけでは
間違いや見逃しが起こる可能性がある 

 

 高い見識と実力のある外部検査機関に依頼 
• 試験結果は次機種への貴重なデータ 
 

 試験費用は研究材料費の10％ 
• コストではなく、改善のための投資 

 

外部検査機関の積極的利用 

EMC試験(雑音電界強度) 
写真協力：パナソニックSNエンジニアリング様 
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温度センサー：電気的異常を検知する 

製品内部 ① 

パワーアンプAssy 

温度センサー 

パワーアンプ A-250 
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スピーカを保護する遮断回路から機械式リレーを排除 

製品内部 ② 

保護回路Assy 

半導体スイッチ 

パワーアンプ A-250 
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製品内部 ③ 

1次側配線 

シャーシ加工 

パワーアンプ A-250 

 1次側配線、作業者の安全 
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スペック全項目を全数検査、品質保証部が全数出荷検査 

製造工程 
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品質保証部が行う
全数検査 

24時間 
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製造中の過程をすべて記録 

• トレーサビリティの確保 

 

履歴カード 

データは永久保存 

製品台帳 

出荷台帳 

顧客情報 

修理履歴 

 

シリアルNo.(リアパネルに刻印) 
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 お客様カード(同梱ハガキ)の郵送で保証書を返送 

 シリアルNo.をキーに履歴カード、顧客情報、修理履歴な
どを紐付け、トレーサビリティを確保 

 

ユーザー登録と保証 

5年間の長期保証 
（一部の製品を除く） 

郵送 

返送 

お客様 アキュフェーズ 

カード回収率 77.6％ 
（2017年7月現在） 

品質保証書 お客様カード 
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創業以来40年以上続けている 

顧客リストのメンテナンスにつながる 

年賀状によるコミュニケーション 

約5万通発送 

長期間使用されている製品について、 
安全のため、定期的な点検をお勧めしております 

※2018年実績 

この文言の追加で10件
の問い合わせあり 
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 日本各地で行われるオーディオショーや試聴会で情報を提供 

 工具や部品を展示して製品の修理作業を解説 

 事故事例を反映した資料を展示 

お客様への情報提供 ① 

事故事例 工具・部品等の展示 

短絡状態 
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日本各地で講演を実施 ※2017年は8回の実績 

安全に使用するための注意点や正しい使い方を解説 

• 事故や故障の防止に効果 

お客様への情報提供 ② 
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長期使用製品の修理はチェックリストで安全を見極める 

• 廃棄の提案もする 

簡単な故障でも安全性を確保するため総合点検を提案 

長期使用製品の修理 

40年前のアンプの修理 32年前のアンプの修理 チェックリスト 
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はじめてのリコールを実施 

 2014年3月、アンプ48台をリコール 

対象製品の76％にユーザー登録あり 

 3ヶ月で対象製品の70％の処理を完了 

その後、3年7ヶ月で5台しか回収できない 

辿りつけないお客様の存在 

弊社リコール告知ページ 
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新品を 
購入 

中古品を 
購入・譲受 

ア
キ
ュ
フ
ェ
ー
ズ 

お客様カードで登録 

一定期間の無償修理保証 

弊社ユーザー登録の課題 

中古品を入手したお客様を把握できない 
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セカンドユーザー登録 
 中古品として入手した製品をお客様自身に登録していただく 

 仕組み 

 新品購入のユーザーと全く同じ扱い 

• 年賀状を発送する 

 特典：有償修理時の保証期間の延長 

• 通常：1年間 → 2年間 

 ホームページから登録可能 

 新規登録ユーザーだけでなく 

 既存ユーザーの所有機器の登録増 

 中古品のトレーサビリティ確保 

ホームページの入力画面 
約500件の登録 ※2018年1月25日現在 
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セカンドユーザー登録率向上の取組 

 オーディオ雑誌等で紹介 

• Stereo、ステレオ時代、PHILEWEB、etc 

 日本各地でのイベントで紹介 



Accuphase  Laboratory,  Inc. 24 

1.会社概要 
 

2.安全な製品を製造するための取組 
 

3.製品を安全に使用してもらうための取組 
 

4.出荷後に安全上の問題が判明した際の取組 
 

5.製品安全文化構築への取組 

もくじ 



Accuphase  Laboratory,  Inc. 25 

 高級オーディオ業界の代表という気概を持って、規格策定・検討に 

  積極的に関与 

• 深いレベルで規格を理解することで製品安全の向上へ 

 2016年よりJEITA AV安全技術専門委員会、規格・基準ワーキングに参加 

 

• 主な活動内容 

IEC60065対比表、試験・検査ガイドブック等の編集作業 

IEC62368-1第3版の検討、JIS化作業等 

安全規格策定・検討への積極的関与 

JEITA：一般社団法人電子情報技術産業協会 
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 各部署から中堅社員を招集 

（次世代への安全文化の継承の意味も含む） 

 製品安全をテーマにディスカッションする場 

 1ヶ月に1回開催  

 

製品安全小委員会の活動 

製品安全小委員会の活動の様子 

実 現 

・セカンドユーザー登録の考案 
・年賀状に“点検を勧める”文言を追加 

今後の課題 

・ホームページの活用など 

・ファミリーコンサートでの情報提供 
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 2011年に一度目の応募 

 ・一部の幹部社員による応募活動で一般社員の関心は低かった 

 ・客観的な評価で日常業務が製品安全につながるとの気付き 
 

 2014年に二度目の応募 

 ・一度目の審査での指摘やアドバイスを受けて改善 

 ・一般社員にも製品安全の意識が浸透 
 

 2017年に三度目の応募 

 ・経済産業大臣賞の受賞と製品安全対策ゴールド企業を目標 

 ・全社一丸となって製品安全への取組が活発化 

 ・社内全体に製品安全文化の構築に効果 

 

PSアワードへ応募の経緯とメリット 
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経済産業大臣賞ならびに製品安全対策ゴールド企業という
高い評価に甘んじることなく、今後も安全な製品を提供す
るための努力を続けてまいります 

 

 

ご静聴ありがとうございました 
 

安全の追求に終わりはない 
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